
＊
芭
蕉
像
の
大
衆
化

芭
蕉
像
に
は
肖
像
画
を
は
じ
め
、
木
像
・

塑そ

像
・
陶と
う

像
な
ど
の
作
品
が
あ
り
ま
す
。
今

回
の
展
示
で
は
、
肖
像
画
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
る
こ
と
で
、「
芭
蕉
の
風
貌
」
を
見
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
芭
蕉
の
肖
像
は
今
日
、

有
名
無
名
を
問
わ
ず
、
そ
の
数
は
相
当
量
に

上
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

芭
蕉
の
生
前
、
彼
を
画
い
た
作
品
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
芭
蕉
の
没
後
、
彼

を
画
い
た
肖
像
画
の
製
作
は
加
速
化
さ
れ
、

俳
諧
が
大
衆
化
さ
れ
る
過
程
で
、
次
第
に
庶

民
に
珍
重
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
背
景
に
は
、
宝
暦
〜
天
明
期
（
１

７
５
１
〜
８
８
）
以
降
に
本
格
化
す
る
「
文

化
の
大
衆
化
」
に
よ
っ
て
、
一
層
芭
蕉
が
偶

像
化
・
神
格
化
さ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

＊
芭
蕉
像
の
見
方
と
分
類
法

こ
う
し
た
多
く
の
芭
蕉
の
肖
像
画
を
見
る

た
め
に
は
、
そ
れ
ら
を
（
１
）
生
前
実
像
型

（
芭
蕉
の
生
前
の
姿
を
写
実
的
に
伝
え
て
い
る

作
品
）、（
２
）
生
前
イ
メ
ー
ジ
崇
高
型
（
芭

蕉
の
生
前
の
姿
に
崇
高
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
加

え
た
作
品
）、（
３
）
崇
高
型
（
生
前
イ
メ
ー

ジ
崇
高
型
以
降
の
時
期
で
芭
蕉
像
を
よ
り
偶

像
化
・
一
般
化
し
た
作
品
）
に
大
別
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
３
つ
の
分
類
を
も
と
に
、
さ
ら
に
そ
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の
作
品
群
は
、
①
許
六
き
ょ
り
く

系
芭
蕉
像
群
、
②
一い
っ

蝶ち
ょ
う系
芭
蕉
像
群
、
③
一
蝶
・
許
六
系
芭
蕉
像

群
、
④
杉さ
ん

風ぷ
う

系
芭
蕉
像
群
、
⑤
蚊
足
・
百
歳

系
芭
蕉
像
群
（
便
宜
的
類
型
）
、
⑥
（
許

六
）
・
破は

笠り
つ

系
芭
蕉
像
群
、
⑦
そ
の
他
（
芭

蕉
別
人
融
合
型
）
の
７
類
型
に
ま
と
め
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
考
え
方
を
も
と
に
芭
蕉
像
を
整
理
し

て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
、
ど
の
作

品
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
画
き
、
ど
の
よ
う
な

変
遷
を
経
て
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
き
た
の
か

を
、
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

二
・
三
の
作
品
を
見
て
い
く
と
、
例
え
ば

芭
蕉
の
絵
画
の
師
で
あ
っ
た
森
川
許
六
が
元

緑
６
年
（
１
６
９
３
）
に
画
い
た
「
奥
の
細

道
行
脚
あ
ん
ぎ
ゃ

之
図
」（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

蔵
・
複
製
）
は
、（
１
）
生
前
実
像
型
の
①
許

六
系
芭
蕉
像
群
で
、
こ
れ
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
作
品
は
な
く
、
独
自
性
の
強
い
作
品
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

鳥
山
石せ
き

燕え
ん

の
画
い
た
芭
蕉
像
（
左
上
写
真
）

は
、
芭
蕉
の
門
人
で
あ
っ
た
杉
山
杉
風
が
画

い
た
座
布
団
に
座
し
た
構
図
そ
の
ま
ま
で
あ

り
、（
２
）
生
前
イ
メ
ー
ジ
崇
高
型
を
も
と
に
、

（
３
）
崇
高
型
と
し
、
④
の
杉
風
系
芭
蕉
像
群

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
破
笠
の
作
品
（
生
前
イ
メ
ー
ジ
崇
高

型
）
を
模
写
し
た
抱
儀
の
作
品
（
左
の
写
真
）

は
、（
３
）
崇
高
型
・
⑥
（
許
六
）
・
破
笠
系

芭
蕉
像
群
に
な
り
ま
す
。
破
笠
の
作
品
の
特

徴
は
、
多
く
が
頭ず

巾き
ん

や
八
徳
の
姿
に
画
き
、

小
物
と
し
て
芭
蕉
の
旅
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

笠
・
杖
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
数じ
ゅ

珠ず

を
持
た
せ

る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
芭
蕉
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
構
図
に
み
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
い
く

つ
か
の
モ
チ
ー
フ
と
デ
フ
ォ
ル
メ
に
よ
っ
て
、

多
く
の
作
品
が
画
か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

「
芭
蕉
の
風
貌
」「
和
本
に
み
る
芭
蕉
・
芭
蕉

庵
」
の
二
つ
の
テ
ー
マ
を
通
し
て
、
こ
の
機

会
に
さ
ま
ざ
ま
な
芭
蕉
像
に
接
し
て
見
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

（
横
浜
文
孝
）

＊
参
考
文
献

横
浜
文
孝
「
芭
蕉
の
肖
像
―
そ
の
類
型
と

デ
フ
ォ
ル
メ
の
過
程
に
つ
い
て
―
」

（『
江
東
区
文
化
財
研
究
紀
要
』
７
号
）

『
芭
蕉
記
念
館
所
蔵
本
「
俳
諧
画
像
集
」
Ⅳ

―
上
巻
２
』
第
２４
集
（
７
０
０
円
）
発
刊
中
。

開
館
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時
　

（
４
時
３０
分
ま
で
に
ご
入
場
く
だ
さ
い
。）

展
示
室
休
室

月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

入
館
料

大
人
１
０
０
円
・
小
中
学
生
５０
円

交
　
通

都
営
地
下
鉄
新
宿
線
・
大
江
戸
線

森
下
駅
下
車
　
徒
歩
７
分

問
合
せ

芭
蕉
記
念
館

江
東
区
常
盤
１
―
６
―
３

1
０
３
（
３
６
３
１
）
１
４
４
８

2

鳥山石燕筆「芭蕉坐像図」

抱儀画「芭蕉坐像図」

蠣崎
かきざき

波
は

響
きょう

画・岩間乙二賛「芭蕉と二哲図」

【
そ
の
他
の
主
な
展
示
作
品
】

・
芋
銭
筆
「
卯
月
の
芭
蕉
庵
図
」

（
昭
和
１０
年
頃
作
）

・
破
笠
筆
「
芭
蕉
坐
像
図
」

・
静
山
画
「
芭
蕉
坐
像
図
」

※
初
公
開

・
作
者
不
詳
「
芭
蕉
坐
像
図
」

※
初
公
開

・
東
洋
画
「
芭
蕉
坐
像
図
」

・
日
華
画
「
芭
蕉
坐
像
図
」

・
桂
斎
画
「
芭
蕉
坐
像
図
」

・
蕪
村
筆
「
芭
蕉
坐
像
図
」（
安
永
８
年
作
）

・
海
僊
筆
「
芭
蕉
と
雲
雀
図
」

・
呉
春
筆
「
芭
蕉
胸
像
図
」（
寛
政
５
年
作
）

・
一
蝶
筆
「
芭
蕉
と
柳
図
」

・
鄭

画
「
渡
唐
ノ
芭
蕉
翁
」

・
資
信
画
「
芭
蕉
坐
像
図
」

・
梅
室
筆
「
芭
蕉
坐
像
図
」

・
石
艸
画
「
芭
蕉
涅
槃
図
屏
風
」



も
う
１０
年
以
上
も
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

私
が
米
を
配
達
し
て
い
る
運
送
屋
さ
ん
に
、

毎
日
き
れ
い
な
花
で
飾
ら
れ
た
石
像
が
あ
り

ま
し
た
。「
何
の
お
仏
様
で
す
か
。」
と
私
。

「
あ
れ
は
馬
頭
さ
ん
で
す
。」「
昔
か
ら
あ
っ
た

ん
で
す
か
？
」「
い
え
、
先
代
が
戦
後
拾
っ
て

き
て
、
祀
っ
た
ら
し
い
で
す
。」
と
い
う
会
話

が
あ
っ
た
。

先
日
、
思
い
出
し
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ

の
日
も
き
れ
い
な
花
で
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
幸
せ
な
馬
頭
観
音
さ
ん
の
話

が
聞
き
た
く
な
り
御
邪
魔
し
て
み
ま
し
た
。

場
所
は
、
南
砂
１
―
９
の
運
送
屋
さ
ん
で

す
。
奥
様
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
お
嫁
に
来

た
時
に
は
あ
っ
た
そ
う
で
、
義
父
様
が
お
祀

り
し
、
御
主
人
が
現
在
地
に
引
っ
越
し
た
時
、

大
分
傷
ん
で
い
た
の
で
修
復
し
、
お
寺
さ
ん

（
平
野
１
・
本
立
院
）
に
拝
ん
で
も
ら
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。「
今
で
も
拝
ん
で
も
ら
う
ん

で
す
か
。」「
そ
う
、
馬
頭
さ
ん
の
日
。」「
馬

頭
さ
ん
の
日
と
い
う
と
？
」「
３
月
１０
日
か

な
？
　
も
う
魂
が
入
っ
た
ん
だ
っ
て
。」

帰
り
に
、
昔
、
引
越
し
す
る
前
に
馬
頭
観

音
が
あ
っ
た
か
も
と
思
わ
れ
る
（
こ
れ
ま
た
）

運
送
屋
さ
ん
（
南
砂
１
―
２０
）
に
あ
た
っ
て

み
た
。「
子
ど
も
の
頃
に
あ
っ
た
馬
頭
さ
ん
み

た
い
の
、
何
個
か
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る

け
ど
。」「
あ
あ
、
あ
れ
馬
頭
さ
ん
、
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
ね
。」
答
え
て
い
る
当
人
よ
り
、

私
の
方
が
年
上
か
も
し
れ
な
い
。「
今
度
、
馬

頭
観
音
（
南
砂
１
―
３
―
２０
）
の
お
祭
り
の

日
（
３
月
１０
日
）、
大
勢
来
る
か
ら
、
そ
の
時

聞
い
て
み
た
ら
。」「
え
え
、
行
っ
て
み
ま
す
。」

運
送
屋
さ
ん
に
大
事
に
さ
れ
て
い
る
馬
頭

さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
い
く
よ
う
に
と

思
い
な
が
ら
家
に
帰
っ
た
。

（
文
化
財
保
護
推
進
協
力
員
　
村
島
晟
介
）

【
編
集
人
付
記
】

村
島
さ
ん
か
ら
は
、
南
砂
５
―
７
―
１２
に

あ
る
石
造
如
意
輪
観
音
像
も
、
地
元
で
は

「
馬
頭
観
音
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
こ
と
等
も
報

告
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
区
内

に
は
今
回
の
石
造
馬
頭
観
音
像
も
含
め
、
８

基
の
馬
頭
観
音
（
う
ち
４
基
が
登
録
文
化
財
）

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
文
化
財
系
自
主
グ
ル
ー
プ

「
江
東
区
の
歴
史
と
文
化
を
継
承
す
る
会
」

（
会
長
・
上
野
仁
義
）
が
発
行
し
た
『
水
彩

抄
』
第
２
号
（
２
０
０
４
年
）
に
掲
載
さ

れ
た
「
六
月
見
学
会
　
成
田
山
新
勝
寺
」

の
レ
ポ
ー
ト
（
斎
藤
公
子
氏
執
筆
）
か
ら

抄
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
い
へ

ん
興
味
深
い
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
石
造
狛
犬
】
釈
迦
堂
前
に
あ
る
。
釈
迦

堂
は
、
安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
に
建
立

さ
れ
た
本
堂
を
、
昭
和
３５
年
移
築
し
た
風

格
あ
る
建
物
で
あ
る
。
狛
犬
に
「
深
川
中

島
町
（
永
代
２
）」
の
刻
銘
が
見
つ
か
る
。

【
奉
納
額
】
額
堂
に
あ
る
。
正
面
に
７
代
目

市
川
団
十
郎
の
像
が
配
さ
れ
、
お
び
た
だ

し
い
数
の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
特
に

深
川
周
辺
地
区
の
額
が
際
立
っ
て
い
た
と

思
う
の
は
気
の
せ
い
だ
っ
た
の
か
。
屋
根

付
き
と
は
言
え
、
周
囲
か
ら
の
風
雨
は
避

け
よ
う
も
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
額
が
奉

納
さ
れ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

庶
民
の
信
仰
の
拠
り
所
と
し
て
の
成
田
山

の
大
き
さ
を
痛
感
し
た
。

【
天
水
桶
　
釜
屋
七
右
衛
門
作
　
文
化
１１

年
在
銘
】
光
明
堂
前
に
あ
る
。
光
明
堂
は

元
禄
１４
年
（
１
７
０
１
）
中
興
１
世
と
な

っ
た
照
範
が
建
て
た
本
堂
を
移
築
し
た
も

の
。
天
水
桶
に
釜
屋
七
右
衛
門
の
銘
を
見

つ
け
一
同
大
感
激
し
た
。
額
に
も
深
川
の

講
名
な
ど
多
数
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
玉
垣
】
奥
の
院
。
や
は
り
深
川
の
講
名
が

軒
並
み
あ
り
、
い
か
に
成
田
山
と
深
川
が

強
い
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
た
か
を
改
め

て
認
識
し
た
。
出で

開か
い

帳
ち
ょ
う
が
江
戸
で
は
深
川

不
動
だ
け
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
納
得

で
き
る
。

【
力

ち
か
ら

石い
し

】
霊
光
館
の
裏
庭
に
あ
る
。「
永
代

町
（
佐
賀
２
・
福
住
２
）」
の
刻
銘
と
、
三

井
親し
ん

和な

の
子
の
親
孝
の
名
前
が
あ
っ
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

さ
あ
、
夏
休
み
で
す
。
ご
旅
行
の
計
画

は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
も
し
旅
先
で

江
東
区
関
係
の
文
化
財
を
見
つ
け
ま
し
た

ら
是
非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
地
域
の
歴
史

を
探
し
に
出
か
け
ま
す
。

3

運
送
屋
さ
ん
の
馬
頭
さ
ん

運
送
屋
さ
ん
の
馬
頭
さ
ん�
文
化
財
レ
ポ
ー
ト

文
化
財
レ
ポ
ー
ト�
あ
る
く
・
み
る
・
き
く
・
か
く

あ
る
く
・
み
る
・
き
く
・
か
く�

�

運
送
屋
さ
ん
の
馬
頭
さ
ん�

石造灯明台も深川不動堂と同じ様式です。



■
初
級
講
習
会
の
目
的
■

文
化
財
行
政
の
発
展
の
た
め
に
は
、
行
政

だ
け
で
は
お
の
ず
と
限
界
が
あ
り
、
文
化
財

保
護
活
動
を
よ
り
有
意
義
に
展
開
す
る
た
め

に
は
、
行
政
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て

そ
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
区
内
各
地
域
に
お
け
る
郷
土
学

習
や
地
域
史
研
究
、
伝
統
的
文
化
活
動
、
そ

し
て
文
化
財
の
保
護
活
動
を
推
進
す
る
地
域

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
目
的
で
開
催
し
て
き

た
の
が
、
初
級
講
習
会
で
す
。

初
級
講
習
会
の
期
間
は
約
７
か
月
で
、
定

員
は
３０
人
（
区
内
在
住
者
）。
現
在
の
講
習
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
の
ち
ほ
ど
紹
介
し
ま
す
が
、

修
了
式
を
含
め
２３
回
に
及
ぶ
講
習
会
を
通
じ

て
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
財
を
学
習
す
る
と

と
も
に
、
文
化
財
調
査
の
方
法
や
技
術
な
ど

も
習
得
し
ま
す
。

■
初
級
講
習
会
２０
年
の
あ
ゆ
み
■

初
級
講
習
会
の
開
催
は
、
昭
和
６０
・
６１
年

の
両
年
度
、
文
化
庁
が
東
京
都
教
育
委
員
会

に
委
嘱
し
、
江
東
区
教
育
委
員
会
が
実
践
研

究
団
体
と
な
っ
て
実
施
し
た
「
地
域
に
お
け

る
文
化
財
保
護
推
進
活
動
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
」

が
出
発
点
で
し
た
。

こ
の
文
化
庁
の
「
文
化
財
愛
護
の
た
め
の

地
域
活
動
の
推
進
方
策
に
関
す
る
研
究
」
事

業
は
、
昭
和
５５
年
度
か
ら
都
道
府
県
教
育
委

員
会
に
委
嘱
し
、「
地
域
の
文
化
財
を
愛
護
し

伝
承
し
よ
う
と
す
る
地
域
住
民
の
活
動
を
助

長
す
る
目
的
」
で
進
め
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
ね
ら
い
は
、「
地
域
の
文
化
財
愛
護
の
活

動
に
つ
い
て
の
新
し
い
方
策
を
実
践
的
に
開

発
し
よ
う
と
す
る
」
こ
と
で
し
た
。

昭
和
６０
年
度
に
開
催
し
た
第
１
回
の
初
級

講
習
会
に
は
、
定
員
の
２
倍
を
超
え
る
６２
人

の
応
募
が
あ
り
、
３３
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

こ
の
受
講
生
の
中
に
は
、
現
在
、
江
東
区
伝

統
工
芸
保
存
会
の
会
長
を
務
め
る
岸
本
忠
雄

氏
の
顔
も
あ
り
ま
し
た
。

『
文
化
財
愛
護
活
動
推
進
方
策
研
究
委
嘱

報
告
書
』（
文
化
庁
）
に
は
、
第
１
回
初
級
講

習
会
に
つ
い
て
、「
こ
の
講
習
会
が
単
に
受
講

生
の
趣
味
的
な
も
の
を
満
足
さ
せ
る
も
の
だ

け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
地
域
の
伝
統
文
化
・
文
化
財
と
い
う
も

の
が
、
地
域
の
歴
史
を
考
え
、
ま
た
将
来
の

発
展
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
と
い

う
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
の

人
の
手
に
よ
っ
て
、
地
域
の
文
化
財
を
残
し
、

護
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意

識
を
喚
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
、

講
習
会
の
開
催
当
初
か
ら
、
将
来
を
見
す
え

た
明
確
な
問
題
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

最
初
の
こ
ろ
の
講
習
会
は
、
全
２５
回
の
う

ち
、
文
化
財
の
調
査
方
法
・
実
習
に
９
回

（
現
在
は
３
回
）
も
あ
て
て
い
る
こ
と
が
、
最

近
の
講
習
内
容
と
大
き
く
異
な
る
点
で
す
。

第
１
回
初
級
講
習
会
は
２３
人
が
修
了
し
、

修
了
率
は
約
７０
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
均
年
齢
は

６１
歳
、
男
女
の
内
訳
は
、
男
性
１７
人
・
女
性

６
人
で
し
た
。

講
習
内
容
に
変
化
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま

っ
た
く
同
じ
に
み
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

第
１
回
の
数
字
を
近
年
の
も
の
と
比
べ
て
み

る
と
、
修
了
率
は
約
８０
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
昇

し
、
男
女
の
比
率
は
ほ
ぼ
半
々
と
な
っ
て
い

ま
す
。
年
齢
層
は
年
度
に
よ
っ
て
異
な
る
の

で
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
定
年
を
迎
え

た
と
思
わ
れ
る
６０
歳
代
が
最
も
多
く
、
最
初

か
ら
の
傾
向
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

た
だ
し
、
少
数
な
が
ら
も
２０
代
以
降
各
世
代

に
分
散
し
て
お
り
、
受
講
生
の
間
で
は
、
そ

れ
が
よ
い
意
味
で
の
刺
激
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

第
１９

期
ま
で
の

修
了
生
は

約
３
４
０

人
。
修
了

生
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る

と
、
地
域

の
歴
史
や

文
化
に
対

す
る
見
方

が
変
わ
っ

た
、
愛
着

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
意
見
が
最

も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
受
講
の
理
由
は
、
江

東
区
に
生
ま
れ
育
っ
た
が
地
元
の
歴
史
を
知

ら
な
い
か
ら
、
あ
る
い
は
、
転
居
し
て
来
て

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
知
り
た
い
か
ら
、
こ

の
二
つ
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
最
近
で

は
、
転
入
２
〜
３
年
目
と
い
う
人
の
受
講
が

多
く
な
り
ま
し
た
が
、
初
級
講
習
会
が
、
区

内
で
生
活
し
て
き
た
人
と
転
入
し
て
き
た
人

と
の
「
交
流
の
場
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
ま
す
。

■
初
級
講
習
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
■

そ
れ
で
は
、
図
を
も
と
に
初
級
講
習
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

５
月
初
旬
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

講
習
会
の
概
要
を
説
明
し
、
記
録
映
画
を
上
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江
東
区
文
化
財
保
護
推
進
員
講
習
会
（
以
下
「
初
級
講
習
会
」）
が
、
今
年
度
で
２０
周
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。し
た
が
っ
て
、現
在
は
第
２０
期
の
受
講
生
が
講
習
会
に
参
加
し
て
い
ま

す
。２０
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、初
級
講
習
会
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、こ
れ
か

ら
の
初
級
講
習
会
と
文
化
財
保
護
・
生
涯
学
習
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
財
保
護
推
進
員
講
習
会

文
化
財
保
護
推
進
員
講
習
会
２０
周
年
を
迎
え
て

周
年
を
迎
え
て�

文
化
財
保
護
推
進
員
講
習
会
２０
周
年
を
迎
え
て�

受講風景（於、教育センター）



映
し
ま
す
。
２
―
①
は
、
江
東
区
の
歴
史
を

説
明
す
る
際
に
文
化
財
に
触
れ
る
の
で
は
な

く
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
文
化
財
と

い
う
遺
産
（
情
報
）
を
通
じ
て
地
域
の
歴
史

を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
同
②
は
ち
ょ
っ
と
昔

の
暮
ら
し
を
学
び
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
民
俗

調
査
団
の
成
果
と
蓄
積
が
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
３
で
文
化
財
保
護
の
制
度
的
内
容
と
愛

護
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

４
―
①
〜
④
は
地
区
別
講
習
会
（
今
年
度
は

「
亀
戸
の
歴
史
」）
の
参
加
に
な
り
ま
す
。

５
―
①
〜
③
で
は
、
博
物
館
等
の
役
割
や

利
用
方
法
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
あ
と
、

実
際
に
博
物
館
を
見
学
し
ま
す
。
博
物
館
見

学
研
修
は
中
級
研
修
会
受
講
者
と
一
緒
に
行

う
た
め
、
毎
年
見
学
施
設
を
変
え
て
お
り
、

学
芸
員
に
よ
る
博
物
館
運
営
の
説
明
や
展
示

解
説
を
受
け
て
学
習
し
、
個
人
の
入
館
で
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
収
蔵
庫
な
ど
の
裏
方

も
見
学
し
ま
す
。
博
物
館
見
学
後
、
受
講
生

は
約
２
か
月
間
の
夏
休
み
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
間
、
各
自
で
区
外
の
博
物
館
・
資
料
館

を
少
な
く
と
も
一
館
見
学
し
、
９
月
初
旬
に

そ
の
感
想
を
報
告
し
ま
す
。
地
域
の
歴
史
を

学
ぶ
に
は
、
広
い
視
野
に
立
っ
た
柔
軟
な
姿

勢
が
大
切
で
あ
り
、
な
る
べ
く
多
く
の
博
物

館
を
見
学
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち

が
住
む
地
域
で
は
ど
の
よ
う
な
博
物
館
・
資

料
館
の
あ
り
方
が
望
ま
し
い
か
を
考
え
ま
す
。

文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
見
い
だ
す
た
め

に
は
、
調
査
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
を
単

元
と
し
て
い
る
の
が
、
６
―
①
〜
③
で
す
。

調
査
実
習
の
講
義
を
受
け
た
あ
と
、
３
〜
４

人
の
グ
ル
ー
プ
を
決
め
て
現
地
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
現
地
調
査
は
、
神
社
に
あ
る
燈
籠

や
石
碑
な
ど
の
石
造
物
を
対
象
と
し
て
、
計

測
の
仕
方
、
調
査
台
帳
の
記
入
、
写
真
撮
影
、

拓
本
の
採
り
方
な
ど
を
学
び
、
そ
し
て
そ
の

調
査
を
も
と
に
各
人
が
報
告
を
行
い
ま
す
。

７
―
①
で
は
民
俗
芸
能
を
、
同
③
で
は
工

芸
技
術
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
が
育
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
を
学

習
し
ま
す
。
ま
た
同
②
で
は
、
文
化
財
を
直

接
目
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
歴
史

と
文
化
財
保
護
の
重
要
性
を
認
識
し
ま
す
。

８
は
、
外
部
講
師
を
招
い
て
文
化
財
保
存

の
方
法
な
ど
、
企
画
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
た
講

演
を
お
こ
な
う
も
の
で
、
文
化
財
保
護
強
調

月
間
の
関
連
事
業
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
た

め
、
一
般
の
方
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
９
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
具
体
的
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

最
後
の
１０
―
①
〜
③
は
、
地
域
の
歴
史
を

学
習
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
的
方
法
を
学
ぶ

も
の
で
、
図
書
館
利
用
や
文
献
資
料
の
活
用

の
方
法
を
お
ぼ
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
の
読

み
込
み
方
や
、
そ
こ
か
ら
何
が
わ
か
る
か
な

ど
を
、
具
体
例
を
通
じ
て
学
習
し
ま
す
。

■
修
了
生
の
活
躍
■

初
級
講
習
会
修
了
生
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
中
級
研
修
会
と
文
化
財
保
護
推
進
協

力
員
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
基
礎
的
な
知
識

や
技
術
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
、
そ
こ
か
ら

前
に
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味

で
、
初
級
講
習
会
は
最
も
基
礎
的
な
講
習
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
誌
２
２
２
号
で
も
紹
介
し
た
と
お
り
、

近
年
は
文
化
財
系
の
自
主
グ
ル
ー
プ
が
続
々

と
誕
生
し
て
お
り
、
独
自
の
活
動
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
修
了
生
の
活
躍
の

場
は
、
グ
ル
ー
プ
活
動
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
小
学
校
に
招
か
れ
て
、
児
童
に
昔
の
暮

ら
し
や
祭
の
話
な
ど
を
し
て
い
る
修
了
生
が

い
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
自
治
会
で
は
、
江

東
区
の
歴
史
を
講
演
す
る
修
了
生
が
い
ま
す
。

修
了
生
た
ち
は
着
実
に
、
し
か
も
自
分
が
暮

ら
す
そ
れ
ぞ
れ
の
街
で
、
初
級
講
習
会
で
学

ん
だ
知
識
を
地
域
社
会
の
た
め
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

現
在
、
地
域
住
民
参
加
型
の
博
物
館
運
営

が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
、
自
治
体
に
よ
っ
て

は
確
実
に
成
果
を
あ
げ
て
き
て
い
ま
す
。
文

化
財
行
政
も
、
住
民
参
加
に
よ
る
文
化
財
の

保
護
と
活
用
、
そ
し
て
生
涯
学
習
の
推
進
が

大
切
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
初
級
講
習
会

は
、
そ
う
し
た
住
民
参
加
に
よ
る
文
化
財
保

護
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
人
材
の
育
成

と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
す
。
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博物館見学の様子（横浜市・神奈川県立歴史博物館）
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オリエンテーション・記録映画上映�

江東区の歴史（Ⅰ）－文化財にみる歴史�

江東区の歴史（Ⅱ）－暮らしと民俗�

文化財保護の仕組みと愛護活動�

亀戸の歴史�

亀戸のむかしさがし－史跡めぐり�

亀戸の民俗�

亀戸の文化財�

博物館・資料館の利用－講義�

博物館・資料館の利用－見学�

博物館・資料館の利用－報告�
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江
戸
夏
の
年
中
行
事

天
保
９
年
（
１
８
３
８
）
に
出
版
さ
れ
た

『
東
都
歳
事
記
』
に
は
、
６
月
１
日
に
行
わ
れ

る
江
戸
の
行
事
と
し
て
、
富
士
塚
の
山
開
き

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
富
士
参
ま
い
り
。
前
日
（
５
月
晦
日
）
よ
り
群
集

す
。
是
富
士
禅ぜ
ん

定じ
ょ
う（
修
行
）
の
心
と
ぞ
。
駿

河
国
（
静
岡
県
）
富
士
山
は
、
常
に
雪
あ
り

て
登
る
こ
と
を
得
ず
。
故
に
炎
暑
の
時
を
待

て
登
山
す
。
是
に
な
ら
ひ
て
今
日
参
詣
す
る

な
り
。」

現
在
、
東
京
２３
区
内
に
は
６８
基
の
富
士
塚

が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
今
で
も
山
開
き
行
事

を
行
っ
て
い
る
の
は
そ
の
約
３
分
の
１
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
こ
れ
を
相

当
数
上
回
る
場
所
で
山
開
き
が
行
わ
れ
て
い

た
は
ず
で
す
。『
東
都
歳
事
記
』
は
、
駒
込
の

富
士
神
社
（
文
京
区
）
の
山
開
き
に
つ
い
て

「
境
内
、
見
せ
物
諸
商
人
出
、
道
す
が
ら
幟
の
ぼ
り
、

提ち
ょ
う
灯ち
ん

等
多
く
出
す
。」
と
そ
の
賑に
ぎ

わ
い
振
り
を

活
写
し
、
続
け
て
富
岡
八
幡
宮
境
内
の
富
士

塚
と
亀
戸
の
浅
間
せ
ん
げ
ん

神
社
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

文
化
・
文
政
期
（
１
８
０
４
〜
３
０
）
を

中
心
に
、「
江
戸
八
百
八
講
」
と
俗
に
言
わ
れ

た
よ
う
に
、
江
戸
の
庶
民
を
中
心
に
富
士
山

を
信
仰
の
対
象
と
す
る
富
士
講
が
爆
発
的
な

拡
ま
り
を
見
せ
ま
し
た
。
富
士
講
の
人
た
ち

は
住
居
の
近
く
に
富
士
山
を
模
し
た
「
富
士

塚
」
を
築
き
ま
し
た
。
富
士
塚
の
最
も
古
い

例
は
、
安
永
８
年
（
１
７
７
９
）
に
造
ら
れ

た
高
田
水
稲
荷
（
新
宿
区
）
の
富
士
塚
（
廃

絶
）
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
造
っ
た
丸
藤
講

の
開
祖
・
藤
井
藤
四
郎
（
日
行
青
山
）

は
「
富
士
講
元
祖
」
食じ
き

行
ぎ
ょ
う
身み

禄ろ
く

（
１

６
７
１
〜
１
７
３
３
）
の
直
弟
子
で
、

植
木
職
人
の
技
術
を
活
か
し
て
造
っ

た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
、
女
性
は
富
士
山
の
２
合
目
以
上

に
登
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
の
富
士
登と

拝は
い

に
は
多
く

の
困
難
が
あ
り
ま
す
が
、
富
士
塚
に

登
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
来
の
富
士
詣
と
同
じ

功く

徳ど
く

が
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
人
々
は
富
士
塚
の
こ
と
を
「
お

富
士
さ
ん
」
と
呼
び
、
６
月
１
日
の
山
開
き

の
日
に
は
、
富
士
講
の
講
員
に
限
ら
ず
老
若

男
女
が
集
い
賑
わ
っ
た
の
で
す
。

現
在
、
江
東
区
に
お
い
て
は
、
３
つ
の
富

士
塚
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
南
砂
の
富
賀
岡

八
幡
宮
の
富
士
塚
（
砂
村
富
士
）（
区
登
録
有

形
民
俗
文
化
財
）
で
は
、
現
在
で
も
旧
暦
の

６
月
１
日
に
あ
た
る
７
月
１
日
に
、
身
禄
直

弟
子
の
吉
田
平
左
衛
門
（
三
行
貞
山
）
の
流

れ
を
汲
む
山
吉
丸

や
ま
き
ち
ま
る

す
御お

水み
ず

講
が
中
心
と
な
っ

て
山
開
き
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
本
所
富

士
」（
区
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
「
亀
戸
の
富

士
塚
」）
は
東
京
都
の
再
開
発
事
業
に
よ
り
塚

上
に
あ
っ
た
浅
間
神
社
社
殿
が
隣
地
に
移
り
、

現
在
は
公
園
と
し
て
整
備
中
で
す
の
で
、
平

成
８
年
が
最
後
の
山
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
富
岡
八
幡
宮
の
富
士
塚
は
、
昭
和
４０

年
頃
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
平

成
１４
年
に
小
規
模
な
が
ら
も
再
建
さ
れ
、
山

開
き
行
事
の
一
端
が
復
元
さ
れ
た
の
で
す
。

深
川
富
士
復
活
！

富
岡
八
幡
宮
の
富
士
塚
（
深
川
富
士
）
で

す
が
、
現
在
は
境
内
北
西
の
末
社
、
富
士
浅

間
神
社
・
金
刀
比
羅
神
社
の
後
ろ
に
あ
り
ま

す
。
以
前
は
更
に
北
に
位
置
し
、
数か
ず

矢や

小
学

校
の
横
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
富
士
塚
は
、

文
政
３
年
　
（
１
８
２
０
）
に
江
戸
富
士
講

の
ひ
と
つ
山
玉
や
ま
た
ま

講
が
造
立
し
た
も
の
と
さ
れ

ま
す
。
山
玉
講
は
本
所
猿
江
元
町
・
深
川
今

川
町
（
佐
賀
２
）
の
清
山
正
行
こ
と
清
六
と

い
う
町
人
が
創
始
し
た
富
士
講
で
す
。
清
山

正
行
は
天
保
７
年
（
１
８
３
６
）
に
富
士
登

山
六
十
六
度
を
果
た
す
な
ど
熱
心
な
信
仰
を

持
っ
て
お
り
（
静
岡
県
富
士
宮
市
・
人
穴
ひ
と
あ
な

浅

間
神
社
所
蔵
墓
碑
）、
向
島
（
墨
田
区
）
や
葛

西
長
島
・
同
桑
川
・
同
雷
（

い
か
づ
ち
　

江
戸
川
区
）、
浦

安
町
・
猫
実
ね
こ
ざ
ね

・
同
堀
江
（
浦
安
市
）
な
ど
の

東
京
湾
北
部
域
に
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
天

保
１３
年
（
１
８
４
２
）
に
北
区
田た

端ば
た

の
丸
長

講
が
作
成
し
た
「
百
八
講
紋
曼
荼
羅
」
に
も

載
る
伝
統
あ
る
江
戸
富
士
講
の
ひ
と
つ
で
す
。

実
は
深
川
富
士
は
、
こ
れ
を
遡
る
享
保

７
・
８
年
（
１
７
２
２
・
２
３
）
頃
、
当
時

流
行
し
て
い
た
相
模
国
大
山
お
お
や
ま

（
神
奈
川
県
伊

勢
原
市
・
大
山
阿
夫
利

あ

ぶ

り

神
社
）
の
石
尊
権
現
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を
勧か
ん

請
じ
ょ
う
し
、
も
と
も
と
は
石
尊
山
（
別
名
・

宮
口
山
）
と
し
て
築
造
さ
れ
た
も
の
の
よ
う

で
す
（『
御
府
内
備
考
続
編
』）。
大
き
さ
は
高

さ
６
ｍ
、
周
囲
は
９０
ｍ
も
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
そ
の
後
、
衰
退
し
し
ば
ら
く
し
て
、
富

士
塚
と
し
て
再
生
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
こ
の

と
き
富
士
浅
間
神
社
も
勧
請
さ
れ
、
高
さ
１０

ｍ
、
直
径
１８
ｍ
の
規
模
を
誇
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
（『
富
岡
八
幡
宮
御
由
緒
』）。

『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』
に
よ
れ
ば
、
頂

上
の
平
地
に
立
つ
と
、
品
川
の
砲
台
（
お
台

場
）
が
間
近
に
見
え
る
な
ど
、
か
な
り
の
眺
ち
ょ
う

望ぼ
う

だ
っ
た
と
い
い
、
人
々
は
思
わ
ず
「
快
」

と
声
を
上
げ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
明
治
１３
年
（
１
８
８
０
）
品
川
の
丸

嘉
講
が
出
版
し
た
、
東
京
府
内
の
１３
箇
所
の

富
士
塚
を
廻
る
『
富
士
山
遥
拝
よ
う
は
い

所
道
之
記
』

に
よ
れ
ば
、
浅
草
（
台
東
区
・
小
野
照
崎
て
る
さ
き

神

社
）
か
ら
鉄
砲
洲
（
中
央
区
・
鉄
砲
洲
稲
荷

神
社
）
に
行
く
間
に
深
川
富
士
に
寄
る
こ
と

に
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、

富
士
講
の

信
者
の
み

な
ら
ず
、

近
隣
の
住

人
か
ら
も

大
変
に
愛

さ
れ
た
深

川
富
士
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
昭
和
４０
年

頃
に
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で

富
士
講
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
た
岩
科
い
わ
し
な

小
一

郎
が
、
こ
の
富
士
塚
に
登
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
富
士
講
研
究
の
道
に
入
っ
た
と
の
こ

と
で
す
が
（『
富
士
講
の
歴
史
』）、
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
で
崩
さ
れ
て
い
る
最
中
深
川
富
士
を
訪

れ
、
石
碑
の
断
片
を
拾
っ
た
と
い
う
回
想
録

を
残
し
て
い
ま
す
（『
あ
し
な
か
』
１４８
輯
）。

夏
の
風
物
詩

深
川
富
士
の
山
開
き
は
、
江
戸
時
代
の
錦

絵
に
描
か
れ
る
な
ど
江
戸
名
所
の
ひ
と
つ
と

し
て
著
名
で
し
た
。『
東
都
歳
事
記
』
だ
け
で

な
く
、『
守
貞
も
り
さ
だ

漫
稿
』（
嘉
永
６
年
）
で
も
、

深
川
を
含
ん
だ
８
個
所
の
富
士
塚
を
列
挙
し
、

「
平
日
は
此
模
山
に
登
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
此

両
日
（
５
月
晦
日
・
６
月
１
日
）
の
み
詣
人

を
登
す
。（
中
略
）
富
士
詣
で
と
号
し
て
群
集

す
。」
と
記
し
て
い
ま
す
。

明
治
に
入
っ
て
も
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』

（
明
治
３０
年
）
に
そ
の
様
子
が
描
か
れ
る
な
ど

季
節
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
格
好
の
場
所
で

し
た
。『
東
京
年
中
行
事
』（
明
治
４４
年
）
で

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
東
京
の
市

内
に
お
け
る
富
士
神
社
や
浅
間
神
社
の
数
も

大
分
あ
れ
ど
、
最
も
賑
わ
う
の
は
深
川
八
幡

内
、
浅
草
象
潟
き
さ
か
た

町
（
台
東
区
・
富
士
神
社
）、

鉄
砲
洲
稲
荷
内
、
茅か
や

場ば

町
薬
師
内
（
中
央

区
・
茅
場
町
薬
師
末
社
天
満
宮
）、
神
田
明
神

内
（
千
代
田
区
・
神
田
明
神
末
社
富
士
神
社
）、

南
千
住
天
王
社
内
（
荒
川
区
・
素
盞
す

さ

雄の
お

神
社
）、

高
田
町
（
水
稲
荷
）、
駒
込
の
そ
れ
で
あ
り
、

深
川
八
幡
及
び
茅
場
町
薬
師
境
内
の
は
六
月

一
日
に
（
中
略
）
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
」。

深
川
富
士
が
筆
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
富
士
講
の
人
々
は
こ
の
日
、「
七
富

士
参
り
」
と
称
し
て
、
近
隣
の
富
士
塚
７
箇

所
を
廻
り
ま
し
た
。
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
富
士
山
北
口
教
会
が
作
成
し
た

「
七
富
士
廻
り
の
栞
」

　
し
お
り
　

に
よ
る
と
、
深
川
富
士

は
神
田
廻
り
（
中
央
）
コ
ー
ス
の
６
番
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、『
東
京
年
中
行
事
』
に
は
更
に
次
の

よ
う
に
あ
り
ま
す
。「
各
所
必
ず
麦
藁わ
ら

製
の
蛇

形
を
生
杉
枝
に
纏ま
と

い
た
る
を
売
る
に
、
大
小

あ
れ
ど
皆
同
製
な
り
、
富
士
詣
人
の
方み

物や
げ

な

り
」。
山
開
き
の
日
、
各
地
の
浅
間
神
社
や
富

士
塚
で
は
「
厄や
く

除よ

け
神
龍
」
と
か
「
蛇じ
ゃ

」
と

呼
ば
れ
る
麦
藁
細
工
の
蛇
の
お
守
り
が
配
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
由
来
を
尋
ね
る
と
、
宝
永

年
中
（
１
７
０
４
〜
１
１
）、
疫
病
が
流
行
し

た
と
き
、
駒
込
の
喜
八
と
い
う
農
夫
が
麦
藁

製
の
蛇
を
富
士
神
社
の
周
辺
で
売
り
、
こ
れ

を
求
め
た
者
は
疫
病
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た

た
め
だ
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
村
人
の
雨
乞

い
の
祈
り
に
応
じ
て
、
天
か
ら
神
木
に
降
り

立
っ
た
龍
の
姿
を
か
た
ど
っ
た
も
の
だ
と
も

さ
れ
ま
す
。
季
節
柄
、
水
が
不
足
し
た
り
、

飲
み
水
を
媒
介
と
し
た
病
気
が
流
行
し
た
り

す
る
の
で
、
そ
れ
を
防
ぎ
た
い
と
す
る
素
朴

な
祈
り
が
山
開
き
行
事
と
か
ら
み
あ
っ
た
も

の
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

麦
藁
製
の
蛇
守
り
は
、
真
夏
の
富
士
参
詣
に

欠
か
せ
な
い
お
土
産
だ
っ
た
の
で
す
。

深
川
の
麦
藁
大
蛇
は
、
関
東
大
震
災
の
頃

に
は
廃す
た

れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
今
回
富
士

塚
の
復
元
と
共
に
復
活
し
ま
し
た
。

麦
わ
ら
が
化
け
て
蛇
と
な
る
暑
い
夏

蛇
が
出
れ
ば
矢
張
り
蚊
の
で
る

江
戸
の
富
士

富
士
山
山
開
き
は
江
戸
の
夏
到
来
を
告
げ

る
行
事
で
し
た
。
富
士
山
を
守
っ
て
い
た
山

玉
講
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
が
、
季
節
の
行
事

の
復
活
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員
　
今
野
慶
信
）

7

小さくてかわいい富士塚が復活しました。

御
ご

開
かい

扉
ひ

された富士浅間神社（上）
と麦藁製蛇守り（右）



■
新
大
橋
に
ほ
ど
近
い
場
所
で
、
す
だ
れ
を

作
っ
て
い
る
豊
田
す
だ
れ
店
が
、
今
年
で
１

０
０
年
目
を
迎
え
ま
す
。

３
代
目
に
な
る
豊
田
勇
さ
ん
（
昭
和
１３
年

生
ま
れ
）
は
、
区
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）

の
登
録
を
受
け
た
す
だ
れ
製
作
技
術
の
保
持

者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
技
術

は
、
初
代
の
祖
父
丑
次
郎
さ
ん
以
来
受
け
継

が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

丑
次
郎
さ
ん
は
、
神
田
岩
本
町
の
す
だ
れ

職
人
の
も
と
で
修
業
を
積
み
、
明
治
３７
年

（
１
９
０
４
）
に
旧
新
大
橋
の
た
も
と
で
開
業

し
ま
し
た
。
豊
田
す
だ
れ
店
の
は
じ
ま
り
で

す
。
橋
の
移
転
と
と
も
に
現
在
地
に
移
り
、

父
盛
雄
さ
ん
、
勇
さ
ん
と
続
い
て
、
今
年
で

開
業
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

■
す
だ
れ
の
歴
史
は
古
く
、
日
本
が
始
ま
っ

て
以
来
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
で
す
が
、
も
と

は
魚
を
捕
る
の
に
用
い
た
簀す

を
窓
に
垂
ら
し

た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

す
だ
れ
に
は
「
簀
垂
」
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

細
く
割
っ
た
竹
、
ヨ
シ
（
ア
シ
）、
カ
ヤ
な

ど
を
間
隔
を
開
け
て
、
木
綿
系
・
細
縄
な
ど

で
編
み
連
ね
て
い
き
ま
す
。
夏
に
は
窓
や
戸

口
に
掛
け
垂
ら
し
て
、
日
除よ

け
や
通
風
、
室

内
外
の
仕
切
り
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
に
は
、
屋

形
舟
の
日
除
け
に

も
用
い
ら
れ
ま
し

た
。竹

製
で
は
、
一

般
的
に
は
マ
ダ
ケ

を
細
く
割
っ
た
ヒ

ゴ
で
編
ま
れ
ま

す
。
御
簾
み

す

と
呼
ば

れ
る
平
安
時
代
こ

ろ
か
ら
宮
中
や
寺

社
な
ど
で
使
わ
れ

て
き
た
す
だ
れ

は
、
ヒ
ゴ
が
き
わ
め
て
細
い
丁
寧
な
細
工
の

も
の
で
す
。

ヨ
シ
で
編
ん
だ
大
き
な
も
の
は
葦よ
し

簀ず

と
い

い
、
商
家
や
夏
の
海
の
家
の
日
除
け
に
多
く

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
豊
田
さ
ん
は
、
御
簾
や
一
般
的
な
す
だ
れ

の
ほ
か
、
衝
立
つ
い
た
て

、
海
苔
の

り

巻
き
を
ま
く
寿
司
す

だ
れ
な
ど
も
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
芝
居

用
の
す
だ
れ
を
作
っ
て
い
る
の
は
、
豊
田
さ

ん
だ
け
と
の
こ
と
で
す
。

芝
居
に
使
う
も
の
は
、
竹
ヒ
ゴ
で
作
っ
た

も
の
を
用
い
る
た
め
、
竹
磨
き
や
竹
割
り
に

高
い
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。（
写
真
参
照
）

ま
た
、
出
し
も
の
や
役
者
に
合
わ
せ
て
、
粗あ
ら

さ
や
大
き
さ
な
ど
を
作
り
変
え
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
芝
居
の
知
識
も
必
要
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
昔
な
が
ら
の
竹
を
割
っ
て

の
手
作
業
で
の
す
だ
れ
作
り
は
、
今
で
は
習

お
う
と
す
る
人
は
少
な
く
、
そ
の
技
は
貴
重

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
さ
り
げ
な
く
生
活
の
な
か
に
と
け
こ
み
、

和
を
演
出
し
て
く
れ
る
す
だ
れ
。
今
年
の
夏

も
涼
し
げ
に
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

す
だ
れ
作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

７
月
１８
日
（
日
）
に
「
職
人
の
技
体
験
」

を
お
こ
な
い
ま
す
。
他
に
、
更さ
ら

紗さ

染
め
、
彫
刻
、

漆
ぬ
り
、
べ
っ
甲
細
工
な
ど
の
体
験
も
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
教
材
費
が
か
か
り
ま
す
。

【
申
込
】
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー

江
東
区
森
下
３
―
１２
―
１７

1
０
３
（
５
６
０
０
）
８
６
６
６

訃
　
報

江
東
区
登
録
無
形
文
化
財
（
工
芸
技

術
・
足
袋
た

び

製
作
）
保
持
者
・
箕
輪
庄
太

郎
氏
（
新
大
橋
１
）
は
、
去
る
５
月
２１

日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
８２
歳
）。

工
匠
た
く
み
の

館
や
か
た
壱
番
館
の
「
は
く
も
の
」
コ

ー
ナ
ー
に
箕
輪
さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

謹
ん
で
追
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
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歌川国安「東都深川沖釣之図」（部分）（文化財係所蔵）
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